
会 議 結 果 報 告 書

令和７年６月９日

会議の名称 志木市文化財保護審議会

開 催 日 時 令和７年５月２１日（水）午後３時～５時

開 催 場 所 志木市役所 中会議室２－２

出 席 委 員

深瀬克委員、新田泰男委員、大木雄平委員、眞保昌弘委員、

巾村和敏委員 （計 ５人）

欠 席 委 員 （計 ０人）

説明員職氏名

生涯学習課 德留主幹、大久保主査、石川主任、

（計 ４人）

議 題

（１）職務代理者選任

（２）令和６年度文化財保護関係事業報告について

（３）令和７年度文化財保護関係事業計画について

（４）文化財関係補助金について

結 果

（１）について、職務代理者に新田泰男委員が選任された。

（２）について審議した結果、承認された。

（３）について審議した結果、承認された。

（４）について審議した結果、承認された。

（傍聴者 ０人）

事務局職員

柚木教育長

今野教育政策部長

生涯学習課 土崎課長、德留主幹、大久保主査、石川主任



審議内容の記録（審議経過、結論等）

１ 開 会

２ 委嘱状交付

３ あいさつ

４ 議事

（１）職務代理者選任

職務代理者に新田泰男委員が選任された。

（２）令和６年度文化財保護関係事業報告について

<説明員>

資料により説明。

<質疑応答等>

委員）文化財説明看板の修繕でＱＲコードを付けたのは 1箇所だけか？今後既存の

看板にも設置していくか？

事務局）令和６年度修繕した｢柏の城大堀跡｣の看板について、市内では初めてＱＲ

コードを設置した。今後、修繕の予定ではない看板についても、シール等で設

置していきたい。

（３）令和７年度文化財保護関係事業計画について

<説明員>

資料により説明。

<質疑応答等>

委員）現在の郷土資料館には、駐車場が無く困ったことがある。新施設は駐車場を

整備されるのか。

事務局）現在の埋蔵文化財保管センターには、一般車両が２台、思いやり駐車場１

台の計３台駐車できる。新施設についても、同様の整備を行う予定である。

会長）他の公共施設は建設計画が遅れが発生していると聞く。予定通り令和８年１

０月に開館できそうか？

事務局）現時点では、予定通りである。

会長）新施設ができて郷土資料館が無くなるなど、大きく組織が変わるのかと思わ

れるが、スタッフ・職員の増強や組織改編などは行われるのか。

事務局）今回の施設整備に合わせてどんな人員体制が良いかは、人事課や教育委員

会の中でも検討を進めています。

委員）事業計画の中で、｢文化財調査｣というのが具体性がない。毎年、飛び込みで

発生した調査を｢文化財調査｣と位置づけている。年度の初めに具体的に｢どの



文化財を｣｢どのスケジュールで｣調査活動するのか明確にすべきである。

事務局）これまで文化財保護審議会で議論されてきた｢今後保護していくべき文化

財｣で、｢埼玉タイムス｣｢絵馬｣といった資料が挙げられてきたことから計画化

していきたい。

委員）計画にある｢文化財調査｣と埋蔵文化財の調査は別と考えて良いか？

事務局）こで言う文化財調査というのはどちらかというと教育委員会が主体的にこ

れを調べていこうというもの。埋蔵文化財調査はどちらかというと土木工事に

伴って、工事に伴って遺跡が破壊されてしまうから記録保存としてやるものな

ので、市が主体的にこの場所を調査しようとか、発掘しようと決めるものでは

ない。

会長）本町の御嶽塚の件、貴重な文化財が壊れてしまう可能性がある。以前、保存

に向けて働きかけをしていくという言葉があったが、どう考えているか。

事務局）本町の御嶽塚については、市としても貴重な文化財であるという認識であ

るが、個人の財産に関わることなので、市としては、所有者の状況を踏まえて

対応していく。

委員）我々文化財保護審議会としてできること、できないことがある。文化財保護

審議会の役割というのは今残っている歴史的に大切なものを後世まで残して

いくために何ができるか考えることであろう。適宜事務局に情報をいただきな

がら、文化財保護審議委員の意見が必要になったところで、話題に上げていた

だいて、考えていくしかないと思う。

委員）個人ごとのその交渉ごとには我々が口を挟まないのもよくわかる。ぜひちょ

っと力になって欲しいというときには教えてほしい。

会長）くれぐれも我々が後出しになって、もう手遅れっていうことだけにはならな

いようにしてほしい。

事務局）了解した。

（４）文化財関係補助金について

<説明員>

資料により説明

<質疑応答等>

会長）異議無しでよいか。

委員）良い。

（５）その他

なし



４ 報告事項

○「西川家潜り門」の看板修正について

○副教材の校正について

○「埼玉タイムス」の文化財資料としての課題整理について

○歴史まっぷの配布について

〇県文化財保護協会評議員会、研修会について

５ 閉 会


